






要約:小児期発症インスリン依存型糖尿病(IDDM)の長期予後について検討した。即ち,15

歳以下で発症し,20 歳に達した 28 例(男 9,女 19)における社会的状況,各種の糖尿病合併

症の有無について調査した。7 例は学生であり,18 例が定職に就き,2 例が結婚し出産を経

験していた。平均 11.4 年の罹病期間で,増殖性盲膜症や高窒素血症のような重篤な合併症

を示した例はなかったが,蛍光眼底造影には 85%に軽度ながら異常を認め,微量アルブミン

尿が 25%に認められ,糖尿病合併症の進展予防には厳重な経過観察を要するものと結論さ

れた。


